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多
賀
城
、
秋
田
城
、
払
田
柵

多
賀
城

多
賀
城
跡
政
庁
第
Ⅰ

（
神

亀
元
年
（
七
二
四
）
創
建
～
天
平
宝
字
六

年
（
七
六
二
）
大
改
修
）
の
築
地
は
、
基

底
幅
が
九
尺
の
東
辺
築

と
基
底
幅
が
六

尺
余
の
北
辺
築

が
あ
る
。
南
辺
築
地
S

F
２
０
２
の
造
営
年
代
は
、
築
地
に
先
行

す
る
田
屋
場
横
穴
墓
群
を
検
討
し
た
柳
澤

和
明
氏
の
考
察
に
よ
り
「
七
五
〇
年
頃
よ

り
も
新
し
く
、
多
賀
城
跡
政
庁
第
Ⅱ
期
の

開
始
年
で
あ
る
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）

と
同
じ
か
こ
れ
よ
り
や
や
古
い
と
み
ら
れ

」
こ
と
が
確
定
し
た
。

南
門
周
辺
の
再
調

で
南
門
東
側
で
検

出
さ
れ
た
南
辺
築
地
S
F
２
０
２
a
に
伴

う
「
寄
柱
礎
石
・
据
穴
」
と
「
柱
穴
」
は
、

築
地
の
北
側
で
は
両
遺
構
と
重
複
す
る
部

分
が
小
さ
く
、
南
側
で
は
重
な
る
部
分
が

大
き
い
。
そ
の
た
め
、
壁
体
築
成
後
に
須

柱
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
南
門
の

（
24
）期

（
25
）地

（
26
）地

（
27
）る

（
28
）査

西

で
は
、
南
辺
築
地
S
F
２
０
２
a
に

一
九
尺
余
を
一
単
位
と
す
る
積
手
の
違
い

が
四
区
画
確
認
さ
れ
て
い
る
。
秋
田
城

秋
田
城
跡
で
は
、
天
平
五
年
（
七
三
三
）

造
営
の
秋
田
出
羽
柵
に
伴
う
瓦
葺
の
築
地

（
秋
田
城
外
郭
Ⅰ

が
、
天
平
宝
字
四
年

（
七
六
〇
）
に
秋
田
城
に
伴
う
瓦
を
葺
か

な
い
築
地
に
改
修
さ
れ
（
Ⅱ
期
）
て
い
る
。

外
郭
西
部
築

と
東
門
付
近
で
検
出
さ
れ

た
築

は
基
底
幅
七
尺
、
残
存
高
一
．
五

ｍ
を
測
り
、
外
郭
西
部
築
地
で
は
須
柱
跡

（「
寄
柱
」
跡
）
の
検
出
が
報
告
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
寄
柱
」

跡
を
、
伊
藤
武
士
氏
は
仮
枠
柱
穴
（「
添

柱
」）
と
考
え
ら
れ

。

外
郭
南
東
隅
で
検
出
さ
れ
た
築

は
、

基
底
幅
七
尺
余
、
残
存
高
〇
．
八
ｍ
を
測

る
。
積
み
手
の
違
い
は
明
確
で
は
な
く
、

須
柱
跡
も
検
出
さ
れ
ず
、
築
地
基
底
部
の

両
側
に
仮
枠
柱
穴
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）側

（
30
）期

（
31
）地

（
32
）地

（
33
）た

（
34
）地

払
田
柵

払
田
柵
跡
創
建
期
（
九
世
紀

初
頭
）
の
外
郭
築
地
は
板
葺
き
で
あ

。

外
郭
北
東
部
築
地
と
西
部
築

は
、
地
震

に
よ
る
倒
壊
跡
や
仮
枠
柱
穴
、
積
手
の
違

い
（
約
一
八
尺
な
い
し
二
〇
尺
の
作
業
単

位
）
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
北
東
部

築
地
は
基
底
幅
が
一
〇
尺
で
残
存
高
一
．

一
五
ｍ
、
西
部
築
地
は
基
底
幅
が
一
〇
尺

余
で
残
存
高
〇
．
七
ｍ
を
測
る
。
築
地
倒

壊
跡
の
観
察
か
ら
築
地
の
高
さ
は
一
丈
一

尺
以
上
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
秋
田
城
跡
と
払
田
柵
の
築
地
に

お
い
て
も
須
柱
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
多
賀
城
の
築
地
須
柱
は
東
北
城
柵
に

お
け
る
特
異
な
例
と
い
え
る
。

五

築
地
の
築
造
者

和
銅
二
年
九
月
丁
巳
条
に
は
造
宮
将
領

以
上
に
下
賜
の
記
事
が
あ
り
、
宮
の
造
営

に
お
い
て
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
、
和
銅
三
年
三
月
辛
酉
条
に
遷
都
の

記
事
が
あ
る
。
し
か
し
、
翌
四
年
九
月
丙

子
条
は
、「
宮
垣
未
だ
成
ら
ず
」
と
記
す
。

そ
し
て
和
銅
七
年
（
七
一
四
）
一
〇
月
辛

（
35
）る

（
36
）地

巳
条
に
、
造
宮
省
の
史
生
六
員
増
員
の
記

事
が
あ
り
、
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
の
朝

賀
の
儀
式
は
大
極
殿
で
執
り
行
わ
れ
て
い

る
。
同
年
五
月
に
造
宮
卿
と
な
っ
た
従
四

位
下
多
治
比
真
人
県
守
が
翌
霊
亀
二
年
八

月
に
は
遣
唐
押
使
に
任
命
さ
れ
、
養
老
二

年
（
七
一
八
）
に
唐
か
ら
帰
朝
し
て
い
る

（
第
八
次
遣
唐
使
）。
こ
れ
ま
で
の
平
城

宮
跡
に
お
け
る
発
掘
調
査
成
果
に
よ
れ
ば
、

多
治
比
県
守
が
遣
唐
押
使
に
任
命
さ
れ
た

時
点
で
は
、
築
地
大
垣
は
未
完
成
で
あ
っ

た
。そ

の
原
因
は
、
築
地
築
造
と
い
う
新
技

術
獲
得
の
是
非
を
是
と
し
た
場
合
は
労
働

力
不
足
や
技
術
の
未
熟
さ
に
拠
る
こ
と
に

な
る
。
い
っ
ぽ
う
非
と
し
た
場
合
は
、
以

下
の
よ
う
な
想
定
が
で
き
る
。

つ
ま
り
遣
唐
押
使
多
治
比
県
守
は
、
帰
朝

後
の
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
に
持
節
征
夷

将
軍
、
遣
唐
副
使
藤
原
馬
養
が
神
亀
元
年

（
七
二
四
）
に
持
節
大
将
軍
に
そ
れ
ぞ
れ

任
命
さ
れ
て
お
り
、
両
名
も
し
く
は
藤
原

馬
養
は
、
大
野
東
人
が
築
い
た
と
伝
え
る

多
賀
城
の
造

に
関
与
し
た
蓋
然
性
が
高

（
37
）営

松
林
苑
と
奈
良
時
代
の
築
地
（
下
）

須

藤

好

直



い
。
ま
た
後
年
、
留
学
生
吉
備
真
備
は
天

平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
に
太
宰
大
貳
と

し
て
怡
土
城
を
築
い
て
い
る
。
以
上
か
ら
、

第
八
次
遣
唐
使
の
使
命
の
一
つ
に
大
垣
の

完
成
や
平
城
宮
造
営
に
必
要
な
土
木
技
術

の
獲
得
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察

さ
れ
る
。
従
前
の
寺
院
の
基
壇
や
終
末
期

古
墳
の
墳
丘
版
築
に
仮
枠
工
法
の
痕
跡
を

見
い
だ
す
の
は
難
し

。
平
城
宮
築
地
大

垣
で
初
め
て
仮
枠
工
法
が
採
用
さ
れ
た
と

す
る
と
、
大
垣
の
基
壇
造
営
ま
で
を
従
来

の
版
築
に
よ
っ
て
造
営
し
、
築
地
本
体
に

ま
で
作
業
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
段
階
を

考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

つ
ぎ
に
、
築
地
築
造
者
が
『
続
日
本
紀
』

に
登
場
す
る
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

天
平
一
四
年
（
七
四
二
）
八
月
丁
丑
条
に

恭
仁
宮
の
「
大
宮
垣
」
築
造
に
お
い
て
、

造
宮
錄
正
八
位
下
秦
下
嶋
麻
呂
の
功
績
が

特
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
垣
」
築
造

と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
長
岡
宮
造
営

の
功
労
者
が
昇
進
の
詔
が
発
せ
ら
れ
た
延

暦
三
年
（
七
八
四
）
一
二
月
己
巳
の
半
月

後
に
は
、
外
正
八
位
下
秦
忌
寸
足
長
に「
宮

城
」
築
造
の
功
に
よ
り
従
五
位
下
が
授
け

ら
れ
て
い
る
（
同
月
乙
酉
条
）。
さ
ら
に

ま
た
、
長
岡
宮
太
政
官
院
の
「
垣
」
築
造

に
お
い
て
は
、
翌
延
暦
四
年
八
月
乙
酉
条

に
従
七
位
上
太
秦
公
忌
寸
宅
守
の
功
績
が

特
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
前
二

（
38
）い

者
と
同
様
に
位
階
特
進
記
事
で
あ
り
、
宮

大
垣
築
造
の
功
績
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。

大
石
良
材
氏
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
秦

氏
の
「
都
城
経
営
の
際
の
財
政
的
寄
与
が
、

実
際
に
は
宮
城
の
宮
垣
や
院
垣
の
築
造
と

い
う
形
を
と
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
」
と
位

置
づ
け
、
秦
氏
が
早
く
か
ら
宮
垣
築
造
に

関
与
し
て
い
た
可
能
性
に
言
及
さ
れ

。

こ
の
指
摘
は
、
秦
氏
の
縁
戚
関

の
上
か

ら
も
興
味
深
い
。『
続
日
本
紀
』
は
、
平
城

宮
の
大
垣
築
造
に
関
し
て
個
人
の
功
績
を

記
し
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
回

答
は
準
備
は
で
き
て
い
な
い
が
、
秦
氏
の

功
績
が
特
記
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
に
は
、

築
造
方
法
が
画
期
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。

六

お
わ
り
に

松
林
苑
の
築
地
に
は
、
平
城
宮
築
地
大
垣

と
同
様
に
、
長
岡
宮
で
見
ら
れ
た
よ
う
な

須
柱
や
短
い
作
業
単
位
は
認
め
ら
れ
な

。
ま
た
、
松
林
苑
の
外
郭
西
面
築
地
が

地
形
に
即
し
て
築
か
れ
て
い
る
点
は
、
多

賀
城
や
払
田
柵
、
秋
田
城
な
ど
の
各
外
郭

施
設
と
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
奈
良
時
代

前
半
の
築
地
が
、
我
が
国
に
お
け
る
初
期

の
築
地
で
あ
る
こ
と
を
追
認
で
き
た
。

そ
し
て
築
地
築
造
と
い
う
新
技
術
の
獲

得
が
第
七
次
遣
唐
使
で
は
な
く
、
本
格
的

に
築
地
が
築
造
さ
れ
る
時
期
に
対
応
す
る

（
39
）た

（
40
）係

（
41
）い

養
老
二
年
帰
朝
の
第
八
次
遣
唐
使
に
拠
る

の
で
は
な
い

と
推
測
す
る
に
至
っ
た
。

註（
24
）
多
賀
城
跡
は
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研

究
所
に
よ
っ
て
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）

か
ら
継
続
的
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
多
賀
城
跡
政
庁
第
Ⅰ
期〔
神
亀
元
年（
七

二
四
）
～
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）〕、
第

Ⅱ
期
〔
天
平
宝
字
六
年
～
宝
亀
一
一
年
（
七

八
〇
）〕、
以
降
四
期
の
変
遷
が
考
え
ら
れ
て

い
る
。

（
25
）
古
川
一
明
「
Ⅱ
．
第
八
二
次
調
査
」『
宮

城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
２
０
１
０

多
賀
城
跡
』
二
〇
一
一
年
三
月
、
四
～
一
七
・

四
二
～
四
九
頁
。

（
26
）
古
川
一
明
「
Ⅲ
．
第
七
五
次
調
査
」『
宮

城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
２
０
０
３

多
賀
城
跡
』
二
〇
〇
四
年
三
月
、
二
七
～
三

一
・
三
六
～
四
一
頁
。

（
27
）
柳
澤
和
明
「
多
賀
城
市
田
屋
場
横
穴
墓

群
の
再
検
討
」『
東
北
歴
史
博
物
館
紀
要
』

一
一
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
四
〇
頁
。

（
28
）
三
好
秀
樹
「
Ⅱ
．
第
八
七
次
調
査
2
．

田
屋
場
地
区
（
南
門
地
区
）
の
成
果
」『
宮

城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
２
０
１
４

多
賀
城
跡
』
二
〇
一
五
年
三
月
、
七
～
三
九

頁
。

（
29
）
後
藤
秀
一
「
Ⅱ
．
第
七
二
次
調
査
」『
宮

城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
２
０
０
１

多
賀
城
跡
』
二
〇
〇
二
年
三
月
、
四
～
一
五
・

三
二
～
三
五
頁
。

（
42
）か

（
30
）
秋
田
城
跡
は
秋
田
市
秋
田
城
跡
調
査
事

務
所
に
よ
っ
て
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）

か
ら
継
続
的
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
秋
田
城
外
郭
Ⅰ
期
〔
天
平
五
年
（
七
三

三
）
～
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）〕、
Ⅱ
期

〔
天
平
宝
字
四
年
～
八
世
紀
末
・
九
世
紀
初

頭
〕
以
降
五
期
の
変
遷
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
（（
伊
藤
武
士
『
日
本
の
遺
跡
12

秋

田
城
跡
』
同
成
社
、
二
〇
〇
六
年
七
月
、
三

四
・
三
五
頁
））。

（
31
）
小
松
正
夫
・
日
野
久
「
Ⅲ
第
五
二
次
発

掘
調
査
」『
秋
田
城
跡

昭
和
六
三
年
度
秋
田

城
跡
発
掘
調
査
概
報
』
一
九
八
八
年
三
月
、

一
八
～
三
三
頁
。

（
32
）
小
松
正
夫
・
日
野
久
・
西
谷
隆
「
Ⅱ
第

五
四
次
発
掘
調
査
」『
秋
田
城
跡

平
成
元
年

度
秋
田
城
跡
発
掘
調
査
概
報
』
一
九
八
九
年

三
月
、
四
三
～
六
五
頁
。

（
33
）
伊
藤
武
士
の
同
じ
遺
構
の
構
造
説
明
に

は
、
須
柱
（「
寄
柱
」）
の
記
述
が
な
い
（
前

掲
註
（
30
）
文
献
、
三
五
頁
）。
一
九
八
九

年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
間
に
遺
構
解
釈

が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）
安
田
忠
市
・
伊
藤
武
士
・
松
下
秀
博
・

筒
井
孝
志
「
Ⅱ
第
八
三
次
発
掘
調
査
」『
秋

田
城
跡
（
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
年
報
２
０

０
４
）』
二
〇
〇
五
年
三
月
、
七
～
一
〇
・

一
六
・
一
七
・
八
六
～
九
〇
頁
。

（
35
）
払
田
柵
跡
は
秋
田
県
払
田
柵
跡
調
査
事

務
所
に
よ
っ
て
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）

か
ら
継
続
的
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
（
児
玉
準
『
払
田
柵
跡
』
Ⅱ
、
秋
田
県
教

柑



か
ら
諸
事
情
に
よ
り
研
修
期
間
が
短
縮
さ

れ
た
が
効
果
的
な
研
修
の
た
め
に
「
三
国

時
代
の
手
工
業
生
産
に
お
け
る
日
韓
技
術

交
流
の
研
究
」
と
い
う
共
通
の
研
究
課
題

が
設
け
ら
れ
た
。

韓
国
で
の
滞
在
期
間
は
平
成
二
八
年
一

〇
月
三
日
～
一
二
月
九
日
ま
で
の
延
べ
六

八
日
間
で
あ
る
。

二

出
国
ま
で

研
修
期
間
の
短
縮
と
共
通
課
題
の
設
定

に
よ
り
、
昨
年
度
以
上
に
事
前
の
準
備
が

必
要
と
な
っ
た
。
来
年
度
以
降
の
派
遣
職

員
の
た
め
に
、
準
備
に
つ
い
て
や
や
詳
し

く
書
い
て
お
く
。

内
示
を
受
け
た
の
は
二
ヶ
月
半
前
の
平

成
二
八
年
七
月
半
ば
で
あ
っ
た
。
研
究
期

間
と
共
通
研
究
課
題
の
ほ
か
、
語
学
研
修

は
実
施
し
な
い
こ
と
が
申
し
伝
え
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
行
っ
た
の
は
韓
国
語
の

学
習
と
資
料
調
査
の
計
画
で
あ
る
。

語
学
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

学
生
時
代
か
ら
論
文
の
輪
読
会
に
参
加
し

た
経
験
な
ど
が
あ
っ
た
た
め
、
多
少
は
ハ

ン
グ
ル
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
会
話
に

つ
い
て
は
、
訪
韓
の
機
会
や
、
当
研
究
所

へ
来
ら
れ
た
韓
国
の
研
修
生
の
方
と
会
話

す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
相
手
の
日

本
語
が
上
手
で
、
つ
い
日
本
語
で
話
し
て

し
ま
い
、
上
達
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
出
国
ま
で
の
二
ヶ
月
半
は
、
で
き

る
だ
け
会
話
の
勉
強
を
心
懸
け
た
。
教
材

は
、
聞
き
流
し
教
材
と
、
韓
国
ド
ラ
マ
、

そ
し
て
ラ
ジ
オ
講
座
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、

テ
レ
ビ
は
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一
色
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
を
見
ず
に
韓
国
ド
ラ
マ
を
観

て
、
語
学
C
D
を
聞
い
て
過
ご
し
た
。

資
料
調
査
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
可
能

な
限
り
調
査
計
画
を
練
り
、
リ
ス
ト
を
作

成
し
た
。
報
告
書
は
、
近
年
、
日
本
で
も

『
全
国
遺
跡
報
告
総
覧
』
と
し
て
、
報
告

書
の
電
子
化
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
文
献
の
電
子
化

に
つ
い
て
は
韓
国
の
方
が
進
ん
で
い
る
と

感
じ
た
。
し
か
し
、
古
い
報
告
書
に
は
電

子
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
り
、

一
部
機
関
で
は
公
開
し
て
い
な
か
っ
た
り
、

公
開
し
て
い
て
も
海
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

制
限
が
あ
る
な
ど
制
約
も
多
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
入
手
が
困
難
な
報
告
書
は
、
韓
国

の
知
人
に
頼
ん
で
送
付
し
て
も
ら
っ
た
り

も
し
た
。
ま
た
、
韓
国
で
は
最
近
の
出
土

遺
物
は
基
本
的
に
報
告
書
刊
行
後
二
年
程

度
で
調
査
機
関
か
ら
地
元
の
国
立
博
物
館

に
移
管
さ
れ
る
。
し
か
し
、
移
管
が
一
部

で
あ
っ
た
り
、
移
管
先
が
地
元
市
立
博
物

館
の
場
合
も
あ
り
、
調
査
申
請
前
に
必
ず

所
在
確
認
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、
国
立

博
物
館
や
調
査
機
関
に
直
接
問
い
合
わ
せ

る
に
は
、
語
学
力
に
無
理
が
あ
っ
た
の
で
、

育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
、
一
九
九
九
年

三
月
、
二
一
八
～
二
二
六
頁
）。

（
36
）
前
掲
註
（

36

35
）
文
献
1
、
一
一
四
～
一

二
一
頁
。

（
37
）『
多
賀
城
碑
文
』

（
38
）
七
世
紀
前
半
の
吉
備
池
廃
寺
塔
基
壇
は

版
築
（
築
成
）
土
が
山
形
（
箱
崎
和
久
・
橋

本
輝
彦
「
第
Ⅲ
章
2
遺
構
各
節
」Fig

三
九

･
四
一
『
吉
備
池
廃
寺
発
掘
調
査
報
告
』
奈

良
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
四

六
～
四
九
頁
。）
を
、
七
世
紀
後
半
の
鳥
谷
口

古
墳
の
墳
丘
封
土
も
版
築
土
が
山
形
（
佐
々

木
好
直
ほ
か
『
鳥
谷
口
古
墳
』
奈
良
県
立
橿

原
考
古
学
研
究
所
、
一
九
九
四
年
三
月
、
一

三
頁
。）
を
呈
す
る
。
七
世
紀
末
八
世
紀
初
頭

頃
の
石
の
カ
ラ
ト
古
墳
の
版
築
土
も
山
形

（
金
子
裕
之
「
Ⅱ
石
の
カ
ラ
ト
古
墳
（
第
７

号
地
点
の
調
査
）
第
6
・
7
・
1
3
図
」『
平

城
山
Ⅲ
』
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
九

年
五
月
、
八
・
九
・
一
三
頁
）
を
呈
す
る
が
、

特
に
墳
丘
外
側
の
法
面
近
く
の
断
面
が
三
角

形
を
呈
す
る
。
両
古
墳
と
も
に
仮
枠
を
用
い

ず
に
築
成
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。

（
39
）
大
石
良
材
「
秦
氏
の
宮
城
垣
築
造
」『
古

代
文
化
』
第
九
巻
第
六
号
、
一
九
六
二
年
一

二
月
、
一
六
三
・
六
四
頁
。

（
40
）
秦
氏
の
縁
戚
関
係
を
み
る
と
、
第
七
次

遣
唐
使
留
学
僧
弁
正
の
子
、
第
九
次
遣
唐
使

判
官
秦
朝
元
の
女
と
藤
原
馬
養
の
子
清
成
と

の
間
に
藤
原
種
継
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

造
宮
大
輔
秦
下
嶋
麻
呂
の
女
と
長
岡
京
・
平

安
京
造
営
の
使
者
藤
原
小
黒
麻
呂
と
の
間
に

藤
原
葛
野
麿
が
生
ま
れ
て
い
る
（
佐
伯
有
清

『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究

考
證
篇

第
四
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
一
一
月
、
三
四

八
・
三
六
四
～
三
六
六
頁
。
阪
本
太
郎
・
平

野
邦
雄
監
修
『
日
本
古
代
氏
族
人
名
辞
典
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
一
一
月

（
41
）
一
間
な
い
し
二
間
を
作
業
単
位
と
し
た

築
地
は
、
長
岡
宮
跡
以
外
に
お
い
て
は
多
賀

城
南
辺
築
地
と
払
田
柵
に
見
ら
れ
る
。
天
平

宝
字
六
年
（
七
六
二
）
と
同
じ
か
こ
れ
よ
り

や
や
古
い
多
賀
城
南
辺
築
地
、
長
岡
宮
内
裏

南
方
官
衙
地
区
南
北
築
地
、
九
世
紀
初
頭
の

払
田
柵
外
郭
築
地
な
ど
は
何
れ
も
天
平
一
四

年
（
七
四
二
）
の
恭
仁
宮
大
垣
よ
り
後
出
の

資
料
で
あ
る
。

（
42
）
こ
の
想
定
は
、
平
城
遷
都
当
初
か
ら
平

城
宮
築
地
大
垣
乃
至
第
一
次
大
極
殿
院
築
地

回
廊
の
築
地
が
仮
枠
工
法
で
築
造
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
確
定
し
た
時
点
で
、
雲
散
霧
消
す

る
。

桓

平
成
二
八
年
度
韓
国
研
修
報
告中

野

咲

一

は
じ
め
に

橿
原
考
古
学
研
究
所
で
は
、
平
成
一
六

年
度
か
ら
韓
国
国
立
文
化
財
研
究
所
と
の

交
換
研
修
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
度



こ
れ
も
韓
国
の
知
人
や
当
研
究
所
の
韓
国

派
遣
経
験
者
を
通
じ
て
依
頼
し
、
半
分
程

度
の
所
在
を
確
認
で
き
た
。

最
後
に
も
う
一
つ
、
準
備
に
当
た
っ
て

考
慮
し
た
こ
と
が
あ
る
。
男
性
に
は
ピ
ン

と
こ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
服
装
と
化

粧
の
問
題
で
あ
る
。
服
装
や
化
粧
は
韓
国

の
女
性
の
流
行
を
ほ
ど
よ
く
取
り
入
れ
、

韓
国
に
な
じ
む
こ
と
を
心
が
け
た
。
日
本

と
韓
国
で
は
流
行
し
て
い
る
服
装
や
化
粧

が
多
少
異
な
っ
て
い
た
の
で
、
当
時
日
本

で
流
行
し
て
い
た
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
は
置

い
て
行
き
、
韓
国
で
流
行
し
て
い
た
真
っ

赤
な
口
紅
を
購
入
し
た
。

三

出
国

出
国
ま
で
の
手
続
き
は
遅
延
な
く
進
み
、

予
定
通
り
一
〇
月
三
日
に
出
発
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
当
日
は
文
化
財
研
究
所
か
ら

ウ
・
ミ
ラ
さ
ん
が
仁
川
空
港
ま
で
出
迎
え

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
時
初
め
て
、

こ
の
日
は
韓
国
の
開
天
節
と
い
う
国
民
の

祝
日
で
あ
り
、
文
化
財
研
究
所
職
員
は
休

み
で
あ
る
こ
と
、
担
当
の
黄
慶
順
氏
は
次

の
日
も
休
暇
を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
研
究

所
に
出
勤
す
る
の
は
二
日
後
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
さ
れ
た
。
驚
き
な
が
ら
も
、
ウ
・

ミ
ラ
さ
ん
と
バ
ス
で
大
田
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
ま
で
向
か
い
、
生
活
に
つ
い
て
の
簡
単

な
説
明
を
受
け
た
。
初
日
か
ら
波
乱
の
展

開
で
あ
っ
た
が
、
次
の
日
は
先
輩
研
修
員

か
ら
の
助
言
を
受
け
て
、
大
田
市
内
に
あ

る
忠
南
大
学
校
と
韓
南
大
学
校
博
物
館
を

見
学
し
た
。

研
究
所
へ
出
勤
し
た
の
は
三
日
目
の
朝

で
あ
り
、
ま
ず
は
崔
孟
植
所
長
に
ご
挨
拶

を
し
た
。
私
の
席
は
、
昨
年
度
ま
で
の
考

古
研
究
室
で
は
な
く
、
本
館
二
階
の
情
報

室
と
い
う
橿
考
研
の
資
料
課
に
似
た
サ
ー

バ
ー
と
、
そ
れ
を
管
理
す
る
職
員
が
常
駐

す
る
部
屋
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
に
、
今

年
度
か
ら
文
化
財
研
究
所
の
研
修
生
受
け

入
れ
体
制
が
変
わ
り
、
全
面
的
に
研
究
企

画
課
の
管
轄
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
研

修
員
の
対
応
を
専
門
と
す
る
職
員
と
し
て

一
〇
月
か
ら
研
究
員
（
当
研
究
所
の
嘱
託

に
相
当
）
の
崔
智
燕
氏
（
民
俗
専
門
）
が

通
訳
と
し
て
配
属
さ
れ
た
こ
と
を
告
げ
ら

れ
た
。
考
古
研
究
室
へ
挨
拶
に
行
っ
た
の

は
、
四
日
目
で
あ
っ
た
。
李
相
俊
考
古
室

長
、
黄
仁
鎬
研
究
官
、
当
研
究
所
で
研
修

経
験
の
あ
る
金
東
勲
氏
、
金
惠
貞
氏
、
鄭

修
鈺
氏
に
ご
挨
拶
を
し
た
。

四

生
活
と
語
学

宿
舎
は
昨
年
度
と
同
様
に
大
田
広
域
市

の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
あ
っ
た
。
官
民
の
研

究
施
設
の
多
い
大
田
市
が
国
内
外
の
研
究

者
の
た
め
に
開
設
し
た
宿
泊
施
設
で
あ
り
、

利
用
客
は
韓
国
人
の
ほ
か
、
ア
ジ
ア
や
欧

米
の
方
も
多
数
い
た
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は

川
沿
い
に
立
地
し
、
私
の
部
屋
は
八
階
で

あ
っ
た
た
め
、
眺
め
は
非
常
に
良
か
っ
た
。

ま
た
最
上
階
の
十
四
階
に
は
喫
茶
店
が
あ

り
、
休
日
の
朝
食
は
こ
こ
で
と
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
こ
の
喫
茶
店
で
は
英
語
が
公

用
語
で
、
欧
米
か
ら
の
客
も
多
く
、
韓
国

に
い
る
こ
と
を
忘
れ
た
。

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
部
屋
に
は
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
、
コ
ン
ロ
な
ど
生
活
用
品
が
一
通

り
そ
ろ
っ
て
お
り
、
最
上
階
に
は
コ
イ
ン

式
の
洗
濯
機
と
乾
燥
機
も
あ
っ
た
。
週
に

一
回
清
掃
も
入
り
、
快
適
に
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
Wi
‐
Wi
Fi
の
ル
ー
タ
ー

も
貸
し
出
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
環
境
も
良
好
で

あ
っ
た
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
市
街
地
か
ら

少
し
離
れ
た
場
所
に
あ
っ
た
が
、
最
近

ロ
ッ
テ
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し

た
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
も
あ
り
、

来
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
コ
ン
ビ
ニ
や

雑
貨
店
、
食
堂
や
カ
フ
ェ
な
ど
が
新
た
に

出
店
し
て
い
た
の
で
、
日
常
的
な
買
い
物

や
食
事
な
ど
に
は
困
ら
な
か
っ
た
。

宿
舎
か
ら
文
化
財
研
究
所
ま
で
は
少
し

距
離
が
あ
り
、
自
転
車
で
二
〇
分
か
、
バ

ス
で
二
本
乗
り
継
ぐ
か
、
最
寄
り
の
バ
ス

停
か
ら
一
五
分
歩
く
か
を
時
に
よ
っ
て
選

択
し
た
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
も
日
本
よ
り

安
い
の
で
、
時
々
利
用
し
た
。

研
究
所
へ
通
勤
に
使
う
自
転
車
の
手
配

や
携
帯
電
話
の
契
約
な
ど
は
、
崔
氏
の
お

世
話
に
な
っ
た
。
彼
女
の
お
か
げ
で
研
修

開
始
後
一
週
間
以
内
に
手
続
き
を
済
ま
せ

て
い
た
だ
き
、
快
適
に
生
活
を
始
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

語
学
に
つ
い
て
は
、
聞
き
流
し
教
材
に

登
場
す
る
フ
レ
ー
ズ
が
日
常
的
に
耳
に

入
っ
た
。
ま
た
、
覚
え
た
フ
レ
ー
ズ
は
比

較
的
通
じ
た
の
で
、
言
葉
が
全
く
通
じ
ず

困
っ
た
と
い
う
経
験
は
な
か
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
通
常
の
ス
ピ
ー
ド
で
の
会
話
や
、

専
門
的
な
展
示
解
説
や
調
査
現
場
の
説
明

は
全
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
片
言
な

が
ら
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
や
食
堂
の
店
員

と
の
雑
談
、
同
年
代
の
職
員
と
食
事
を
し

な
が
ら
の
会
話
が
で
き
、
伝
わ
る
楽
し
さ

を
実
感
し
た
。
余
談
に
な
る
が
、
前
述
の

よ
う
に
、
服
装
や
化
粧
で
韓
国
に
な
じ
む

よ
う
心
が
け
た
結
果
、
逆
に
道
を
聞
か
れ

棺
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る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

帰
国
直
前
の
一
二
月
は
、
韓
国
の
年
度

末
に
あ
た
り
、
通
訳
の
崔
氏
は
多
忙
と
な

り
、
帰
国
の
手
続
き
や
各
所
へ
の
挨
拶
は
、

す
べ
て
筆
者
の
韓
国
語
で
行
っ
た
が
、
大

き
な
問
題
な
く
済
ん
だ
。
帰
国
の
挨
拶
も

何
と
か
謝
意
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
う
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
程
度
、
意
思

の
疎
通
は
で
き
た
が
、
こ
れ
に
慢
心
し
、

研
修
中
は
、
そ
れ
以
上
語
学
を
勉
強
し
な

か
っ
た
の
で
、
上
達
は
し
な
か
っ
た
。
帰

国
後
の
継
続
的
な
勉
強
の
重
要
性
を
先
輩

研
修
員
に
説
か
れ
て
お
り
、
今
後
も
勉
強

は
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

土
日
の
休
暇
の
ど
ち
ら
か
一
日
は
研
究

会
に
参
加
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
も
う

一
日
は
、
宿
舎
で
の
休
息
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
報
告
書
や
論
文
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

を
し
て
過
ご
し
た
。
ま
た
、
宿
舎
の
周
辺

に
は
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
コ
ー
ヒ
ー

シ
ョ
ッ
プ
も
多
か
っ
た
の
で
そ
こ
で
本
を

読
む
こ
と
も
あ
っ
た
。

韓
国
で
の
生
活
は
、
鉄
道
が
日
本
ほ
ど

整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
長
距
離
バ
ス
が
中

心
で
あ
る
点
や
、
車
の
運
転
が
荒
い
点
な

ど
日
本
の
感
覚
か
ら
す
る
と
や
や
不
便
な

点
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
は
大
き
な
違

い
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
環
境
は
Wi
‐
Wi
Fi
が
使
え

る
所
が
多
く
、
日
本
よ
り
良
好
で
あ
っ
た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
が
社
会
に
浸

透
し
て
お
り
、
日
本
よ
り
も
便
利
と
感
じ

る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
っ
た
。
ま
た
、
町
中

で
話
し
か
け
ら
れ
た
り
、
道
を
聞
い
て
も

親
切
に
教
え
て
下
さ
っ
た
り
と
、
人
と
人

と
の
距
離
が
近
い
と
感
じ
た
。

五

研
究
に
つ
い
て

共
通
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
日
韓
の
土
器

製
作
の
比
較
研
究
を
研
究
課
題
と
し
た
。

こ
の
時
期
の
日
本
列
島
の
土
器
は
韓
半
島

南
部
の
各
地
土
器
の
影
響
を
大
き
く
受
け

て
お
り
、
韓
半
島
南
部
各
地
の
土
器
の
特

徴
を
把
握
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し

た
。
ま
た
、
昨
年
度
ま
で
科
学
研
究
費
を

受
け
て
、
日
韓
の
羽
釜
と
移
動
式
カ
マ
ド

の
考
察
を
行
っ
て
い
た
が
、
韓
半
島
の
類

例
は
、
遺
漏
や
未
見
の
資
料
も
多
か
っ
た

た
め
、
そ
の
補
足
調
査
を
第
二
の
目
的
と

し
た
。

調
査
を
計
画
す
る
に
あ
た
っ
て
、
最
初

の
一
週
間
で
所
在
確
認
や
調
査
希
望
資
料

の
リ
ス
ト
を
完
成
さ
せ
た
。
国
立
・
公
立

博
物
館
へ
は
、
文
化
財
研
究
所
か
ら
調
査

の
申
請
を
し
て
も
ら
い
、
通
訳
の
崔
氏
に

調
査
同
行
し
て
い
た
だ
い
た
。
国
立
公
州

博
物
館
や
漢
城
百
済
博
物
館
で
は
百
済
土

器
を
、
東
亜
大
学
校
博
物
館
で
は
伽
耶
土

器
を
、
国
立
金
海
博
物
館
や
晋
州
博
物
館
、

昌
原
大
学
校
博
物
館
、
三
江
文
化
財
研
究

院
で
は
羽
釜
や
移
動
式
カ
マ
ド
を
調
査
し

た
。国

立
文
化
財
研
究
所
で
は
風
納
土
城
の

出
土
土
器
を
実
見
す
る
こ
と
も
で
き
、
こ

れ
は
、
同
研
究
所
鄭
修
鈺
氏
・
慎
イ
ス
ル

氏
に
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
い
た
。

国
立
中
原
文
化
財
研
究
所
で
は
一
昨
年

度
の
当
研
究
所
の
交
換
研
修
員
で
あ
っ
た

韓
志
仙
氏
の
ご
尽
力
で
忠
州
大
坪
里
遺
跡

の
土
器
も
実
見
で
き
た
。
こ
の
調
査
に

は
、
柳
本
照
男
氏
（
N
P
O
法
人
国
際
文

化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
）
も
参
加
さ
れ
て
い

た
。
お
二
人
に
は
近
隣
の
中
原
高
句
麗
碑

に
も
ご
案
内
い
た
だ
き
、
日
本
に
比
べ
て

豊
富
な
金
石
文
を
用
い
た
韓
国
考
古
学
の

醍
醐
味
を
知
っ
た
。
さ
ら
に
韓
氏
に
は
、

二
日
間
に
わ
た
り
、
全
羅
道
地
域
の
遺
跡
・

博
物
館
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

国
立
扶
余
文
化
財
研
究
所
で
は
、
王
宮

里
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
移
動
式
カ
マ
ド
、

同
伽
耶
文
化
財
研
究
所
で
は
同
地
域
の
古

墳
出
土
土
器
を
実
見
で
き
た
。
こ
れ
に
は

平
成
二
五
年
度
に
当
研
究
所
の
交
換
研
修

員
で
あ
る
田
庸
昊
氏
（
国
立
扶
余
文
化
財

研
究
所
）
や
昨
年
度
の
交
換
研
修
員
の
鄭

仁
邰
氏
・
李
知
姫
氏
（
国
立
伽
耶
文
化
財

研
究
所
）
の
ご
尽
力
が
あ
り
、
さ
ら
に
田

氏
に
は
扶
余
・
益
山
地
域
の
遺
跡
、
鄭
氏

に
は
金
海
地
域
の
遺
跡
も
案
内
し
て
い
た

だ
い
た
。

ま
た
、
崔
孟
植
所
長
か
ら
瓦
と
土
器
の

比
較
を
勧
め
て
い
た
だ
き
、
国
立
慶
州
文

化
財
研
究
所
で
、
四
天
王
寺
出
土
の
代
表

的
な
瓦
当
を
観
察
す
る
機
会
を
頂
い
た
。

さ
ら
に
同
研
究
所
梁
淙
鉉
氏
に
は
市
内
の

遺
跡
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
で

は
奈
良
文
化
財
研
究
所
か
ら
派
遣
さ
れ
て

い
た
芝
康
次
郎
氏
に
も
ご
挨
拶
が
で
き
た
。

嶺
南
地
域
で
は
、
趙
晟
元
氏
（
釜
慶
大

学
校
博
物
館
）
に
釜
山
大
学
校
博
物
館
、

釜
山
市
立
博
物
館
所
蔵
の
羽
釜
・
移
動
式

カ
マ
ド
調
査
に
同
行
し
て
頂
き
、
河
承
哲

氏
（
慶
南
発
展
文
化
財
研
究
院
）
に
は
同

研
究
院
所
蔵
の
鳳
凰
洞
遺
跡
出
土
土
器
調

査
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。

湖
南
地
域
で
は
、
崔
栄
桂
氏
（
全
南
大

学
校
）
に
国
立
光
州
博
物
館
所
蔵
の
東
林

洞
遺
跡
出
土
土
器
の
調
査
に
同
行
い
た
だ

款
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国
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州
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化
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出
土
瓦
の
調
査



い
た
。
ま
た
、
李
英
澈
院
長
（
大
韓
文
化

財
研
究
院
）
に
は
同
研
究
院
所
蔵
高
敞
蜂

山
里
黄
山
遺
跡
出
土
土
器
の
調
査
を
お
許

し
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
は
同
研
究
院
林
智

娜
氏
に
対
応
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
日

本
か
ら
忠
南
大
学
校
に
留
学
中
の
野
田
優

人
氏
（
京
都
府
立
大
学
）
に
は
全
北
大
学

校
博
物
館
、
呉
昇
桓
氏
（
円
光
大
学
校
）

に
は
、
全
北
文
化
財
研
究
院
の
調
査
に
同

行
い
た
だ
い
た
。
ま
た
円
光
大
学
で
は
崔

完
奎
先
生
や
呉
氏
の
ご
配
慮
に
よ
り
同
大

学
校
で
実
施
さ
れ
た
土
器
を
用
い
た
調
理

実
験
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

嶺
南
大
学
校
で
は
、
鄭
仁
盛
先
生
の
ご

配
慮
に
よ
り
林
堂
遺
跡
出
土
土
器
を
調
査

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

慶
北
大
学
校
で
は
、
朴
天
秀
先
生
に
伽

耶
土
器
の
地
域
色
に
つ
い
て
、
土
器
を
手

に
し
な
が
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
各
地
域
の
土
器
研
究
者

に
調
査
に
同
行
い
た
だ
き
、
情
報
・
意
見

交
換
を
行
い
、
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
大
変
有
益
で
あ
っ
た
。

研
修
期
間
の
一
〇
月
～
一
二
月
は
、
研

究
会
が
多
く
開
催
さ
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
。

権
五
栄
先
生
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
）
や
金
武

重
先
生
（
中
央
文
化
財
研
究
院
）
に
は
、

研
究
会
の
情
報
だ
け
で
な
く
、
会
場
で
も

多
く
の
研
究
者
を
紹
介
い
た
だ
く
な
ど
、

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
中
で
も
韓
国
考

古
学
会
で
は
、
武
末
純
一
先
生
（
福
岡
大

学
）
を
代
表
と
す
る
「
日
韓
集
落
研
究
会
」

が
参
加
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
韓
日
の
古
墳
」

が
あ
り
、
当
研
究
所
附
属
博
物
館
の
坂
靖

学
芸
課
長
な
ど
の
日
本
人
研
究
者
も
研
究

発
表
を
し
て
い
た
。
武
末
先
生
と
金
武
重

先
生
の
ご
厚
意
に
よ
り
学
会
中
は
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー
に
同
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
両
国
の
多
く
の
研
究
者
に
ご
挨
拶

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
釜
山
市

立
福
泉
博
物
館
で
は
「
日
本
の
古
代
文
化

へ
の
招
待
」
と
題
し
た
日
本
考
古
展
と
関

連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
日
本
か

ら
は
久
住
猛
雄
氏
（
福
岡
市
教
育
委
員

会
）、
当
研
究
所
青
柳
泰
介
係
長
が
発
表
を

行
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
発
表
者
一
行
に

同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
洪
潽
植
館
長
に

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

こ
の
他
、
長
期
研
修
を
利
用
し
て
「
勒

島
遺
跡
と
原
の
辻
」（
国
立
晋
州
博
物
館
）、

「
漢
城
百
済
」（
伽
耶
王
陵
博
物
館
）
な

ど
多
く
の
特
別
展
示
見
学
す
る
機
会
を
得

た
。重

要
遺
跡
の
現
地
説
明
会
の
開
催
も
多

か
っ
た
。
ソ
ウ
ル
夢
村
土
城
で
は
三
時
期

に
わ
た
る
古
代
の
道
路
が
検
出
さ
れ
、
同

石
村
洞
古
墳
群
で
は
周
知
の
積
石
塚
の
間

か
ら
複
数
の
積
石
塚
が
重
複
し
た
状
態
で

検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
和
順
千
徳
里
懐
徳

古
墳
群
三
号
墳
で
は
九
州
系
石
室
に
類
似

し
た
横
穴
式
石
室
が
、
扶
余
陵
山
里
古
墳

群
で
は
横
口
式
石
室
が
、
チ
ョ
ク
セ
ム
古

墳
群
で
は
積
石
木
槨
墓
が
調
査
さ
れ
、
い

ず
れ
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

公
州
大
学
校
金
奎
虎
先
生
の
ご
配
慮
に

よ
り
、
学
生
向
け
に
「
調
理
方
法
の
変
化

か
ら
み
た
渡
来
系
文
化
の
受
容
過
程
」
と

題
し
た
発
表
を
行
い
、
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
。

六

お
わ
り
に

今
回
の
研
修
は
二
ヶ
月
弱
と
い
う
短
い

期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
調
査
や

遺
跡
・
博
物
館
の
展
示
の
見
学
を
す
る
事

が
で
き
、
濃
密
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
。
今
回
の
研
修
で
得
た
多
く
の
経

験
や
人
脈
は
今
後
の
調
査
・
研
究
業
務
に

生
か
し
て
い
き
た
い
。

最
後
と
な
っ
た
が
、
研
修
中
は
韓
国
国

立
文
化
財
研
究
所
研
究
企
画
課
を
は
じ
め

と
す
る
文
化
財
研
究
所
の
方
々
や
、
当
研

究
所
企
画
課
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

ま
た
、
お
名
前
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
方

た
ち
も
含
め
て
様
々
な
ご
支
援
を
受
け
た
。

こ
れ
は
韓
国
の
方
々
が
親
切
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に

築
か
れ
て
き
た
日
韓
の
良
好
な
交
流
の
お

か
げ
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
両
国
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
滞
在

中
の
研
究
活
動
に
は
、
公
益
財
団
法
人
由

良
大
和
古
代
文
化
研
究
協
会
の
助
成
を
受

け
て
お
り
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

歓

写
真
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圓
光
大
学
校
炊
飯
実
験
場
に
て
呉
昇

桓
先
生
と

写
真
４

慶
北
大
学
校
で
朴
天
秀
先
生
か
ら
伽

耶
土
器
の
指
導
を
受
け
る



海

外

交

流

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
の

ま
な
ざ
し
」

平
成
二
九
年
一
月
一
二
日
～
一
七
日
ま

で
、
中
国
西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院
よ
り

陳
洪
海
院
長
、
王
建
新
教
授
、
冉
万
里
教

授
が
来
日
し
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
で
研

修
中
の
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
馬
暁
玲
副

研
究
員
と
慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究

所
青
木
健
先
生
、
菅
谷
文
則
所
長
を
加
え

て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
関
連
す
る

研
究
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
文
化
庁
補

助
事
業
の
『
地
域
の
核
と
な
る
美
術
館
・

歴
史
博
物
館
支
援
事
業
』
の
一
部
で
あ
る
。

開
催
趣
旨

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
端
に
連
な
る
列

島
で
構
成
さ
れ
た
日
本
は
、
古
来
よ
り
大

陸
の
文
化
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
海
を

隔
て
た
環
境
特
性
か
ら
、
独
自
の
文
化
を

生
み
出
し
て
き
た
。
こ
と
に
奈
良
が
日
本

の
政
治
的
・
文
化
的
中
心
で
あ
っ
た
古
墳

時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
は
、
朝
鮮
半
島
、

中
国
と
い
っ
た
隣
国
の
み
な
ら
ず
、
ひ
ろ

く
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
諸
地
域
と
の
積
極
的
な

国
際
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
伝
え
ら
れ

た
文
化
・
文
物
は
日
本
の
文
化
・
文
物
と

融
合
し
、
そ
の
後
の
日
本
文
化
の
形
成
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
そ
う
し
た
歴

史
の
背
景
で
あ
る
汎
ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模
で

の
文
化
交
流
の
形
成
・
発
展
に
つ
い
て
、

広
い
視
野
か
ら
検
討
し
、
日
本
文
化
の
基

底
に
あ
る
国
際
文
化
交
流
の
足
跡
を
多
く

の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
。

日
程

一
月
一
二
日
（
木
）

中
国
西
北
大
学
先
生
方
来
日

一
月
一
三
日
（
金
）

臨
時
研
究
集
会
を
橿
原
考
古
学
研
究
所

会
議
室
に
て
開
催
し
た
。
橿
原
考
古
学
研

究
所
の
常
勤
、
非
常
勤
研
究
員
を
交
え
て
、

各
発
表
の
論
点
の
整
理
を
行
っ
た
。
通
訳

に
薩
日
娜
氏
、
黄
盼
氏
が
加
わ
っ
た
。

一
月
一
四
日
（
土
）

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
一
〇
時
～
一
七
時
ま
で

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
上
の
甘
粛
青
海
地
区

先
史
時
代
の
墓
葬
」

（
西
北
大
学
教
授

陳
洪
海
）

「
東
天
山
か
ら
西
天
山
―
古
代
月
氏
文

化
の
考
古
学
的
探
索
」

（
西
北
大
学
教
授

王
建
新
）

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
上
の
仏
教
寺
院
遺
跡

―
ス
バ
シ
仏
教
遺
跡
を
中
心
に
」

（
西
北
大
学
教
授

冉
万
里
）

「
寧
夏
の
ソ
グ
ド
人
―
固
原
南
郊
隋
唐

期
の
史
氏
家
族
墓
」

（
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
副
研
究
員

馬
暁
玲
）

「
東
ア
ジ
ア
の
ソ
グ
ド
人
」

（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

所
長

菅
谷
文
則
）

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
」

（
慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
員

青
木
健
）

討
論

汗

写
真
１

一
三
日
橿
考
研
会
議
室
で
の
研
究
集
会

写
真
２

一
四
日

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場

写
真
３

一
四
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子



一
月
一
五
日
（
日
）

研
究
所
講
堂
に
お
い
て
、
研
究
所
常
勤
・

非
常
勤
職
員
に
一
般
参
加
者
を
加
え
て
、

一
〇
時
～
一
七
時
半
ま
で
、
一
四
日
の
発

表
内
容
を
も
と
に
、
総
合
討
議
を
行
っ
た
。

午
前
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
形
成
に
係
る
文

化
交
流
、
午
後
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
仏

教
・
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
主
題
を
お
い
て
、

質
疑
応
答
を
中
心
に
行
っ
た
。

一
月
一
六
日
（
月
）

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
の
ま
な
ざ
し
」
の

関
連
調
査
を
和
歌
山
県
高
野
山
に
お
い
て

行
っ
た
。
当
日
は
雪
が
積
も
っ
て
い
た
が
、

高
野
山
金
剛
峯
寺
の
奥
院
、
根
本
大
堂
等

を
巡
り
、
高
野
町
教
育
委
員
会
会
議
室
に

て
、
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。
参
加
メ
ン

バ
ー
は
青
木
先
生
を
除
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
講
師
に
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
文
化

遺
産
課
主
幹
黒
石
哲
夫
氏
、（
公
財
）
和
歌

山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主
査
藤
井
幸
司

氏
、
和
歌
山
県
高
野
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
係
長
田
中
宏
人
氏
、
主
査
木
本
誠
二

氏
が
加
わ
り
「
唐
文
化
の
日
本
的
受
容

（
高
野
山
を
事
例
に
）
と
世
界
遺
産
と
し

て
の
保
存
管
理
」
を
主
題
と
し
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

な
お
、
通
訳
と
し
て
黄
盼
氏
が
、
事
務

局
と
し
て
豊
岡
卓
之
企
画
部
長
、
橋
本
裕

行
企
画
課
長
以
下
、
水
野
敏
典
、
鈴
木
裕

明
が
同
行
し
た
。

一
月
一
七
日
（
火
）

中
国
西
北
大
学
先
生
方
帰
国

附
属
博
物
館

展
示
案
内

春
季
特
別
展

「
新
作
発
見
！
弥
生
絵
画

―
人
・
動
物
・
風
景
―
」

▼
会
期

四
月
二
二
日
（
土
）

～
六
月
一
八
日
（
日
）

▼
研
究
講
座

第
一
回

四
月
三
〇
日
（
日
）

「
新
作
発
見
！
弥
生
絵
画
」

当
博
物
館
主
任
学
芸
員

北
井
利
幸

「
戈
・
盾
を
も
っ
た
人
物
を
読
み
解
く
」

龍
谷
大
学
名
誉
教
授

岡
﨑
晋
明

第
二
回

五
月
二
一
日
（
日
）

「
唐
古
・
鍵
遺
跡
出
土
の
絵
画
土
器
」

田
原
本
町
教
育
委
員
会

文
化
財
保
存
課
課
長

藤
田
三
郎

「
飛
翔
す
る
鳥
―
福
岡
県
筑
前
町
大
木

遺
跡
九
二
号
甕
棺
―
」

福
岡
大
学
教
授

武
末
純
一

第
三
回

六
月
一
一
日
（
日
）

「
東
ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
弥
生
絵
画

の
位
置
づ
け
」

当
研
究
所
企
画
課
長

橋
本
裕
行

「
描
か
れ
た
動
物
―
シ
カ
・
ヒ
ツ
ジ
・

サ
カ
ナ
―
」

天
理
大
学
客
員
教
授

深
澤
芳
樹

漢

写
真
４

一
五
日

研
究
所
講
堂
で
の
総
合
討
議
風
景

写
真
５

奥
院
で
の
集
合
写
真

写
真
７

高
野
町
教
育
委
員
会
で
の
意
見
交
換

写
真
６

高
野
山

根
本
大
堂
視
察
風
景


